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第１章 令和６年度｢専修学校による地域産業中核的人材養成事
業｣成果報告概要

１ 事業の趣旨・目的
２ 事業に取り組む背景
３ 実施体制
４ 取組み内容
（１）管理職向けDX研修の実施
（２）DX人材育成プログラムの実証検証
（３）プログラムの再編・履修証明プログラムの検討

５ 委員会・委員
（１）企画推進委員会
（２）専門学校分科会

６ 会議等開催実績
（１）企画推進委員会・専門学校分科会
（２）その他会議・打ち合わせ



１ 事業の趣旨・目的
介護や保育分野に従事している方々は，日々の業務で余裕がないという現実が
あります。そのため，将来的に介護や保育の現場に出ていく学生が，変化の中
心となることが必要です。
⼀般的にDX人材育成というとICTに関わる技術の習得に注目が集まりがちです
が，現場で課題を発⾒し，その課題をどのように解決できるかといった視点を
持った人材が存在しなければ，DXによる業務改善や作業の効率化などは困難
であると考えます。

そこで本事業での人材開発は，介護や保育の分野を学ぶ学生に，従来の介護や
保育の専門技能に加えて『課題を発⾒する⼒』や『課題を解決する⼒』を教育
します。さらに課題解決の手段を増やすために，デジタルリテラシー及びスキ
ルも併せて教育します。本事業の教育を受けた人材が中心となって，介護や保
育の現場において改善活動を促進し，ユーザー視点のトランスフォーメーショ
ンを推進することを目指します。本事業での人材開発では，これらの専門技能
やスキルを持つ人材をDX人材と位置付けます。併せて，当該プログラムを終
了した学生の受け⼊れ先となる事業所の⻑や管理職を対象に，DX人材の活用
のための啓もう研修や人事評価セミナーなどを実施して，DX人材が現場で評
価され，定着できる仕組みづくりを現場と協働し進めてまいります。

２ 事業に取り組む背景（１）
新型コロナウイルス感染拡大後の大学・専門学校等の遠隔授業導⼊割合は9割
を超え，今後も対面とオンライン授業（遠隔授業）を組み合わせて実施してい
く方針が大勢を締めている。しかし，教育現場では，①教材作成・授業準備負
担，②教員のオンライン授業（遠隔授業）への対応⼒，③ICT環境の整備不⾜
など，遠隔化における課題も浮き彫りになっており，感染症などのパンデミッ
クの再来を前提としたAfterコロナ時代の教育の在り方について変革が求めら
れていく時代背景にあると考えられる。

⼀方で，沖縄福祉保育専門学校の介護福祉士養成や保育士養成等の教育現場で
は，実践的な職業訓練を⾏うというカリキュラムの特⾊から，遠隔での授業の
実施が進んでいないのが実情である。特に介護のカリキュラムは，その多くが
手技などを学ぶ演習科目や，施設等への訪問が前提となる実習科目を中心とし
た科目で構成されている。そのため，多くの教員に，これらの科目の授業品質
を落とすことなく遠隔授業に切り替えることは，前例がなく困難であると考え
られている。



２ 事業に取り組む背景（２）
○ターゲットとなる学習者の分野・職種

・介護分野→介護施設（通所，障害，⽼人保健施設，ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽなど）
・保育分野→こども園，幼稚園を含む保育施設，児童デイ，児童館など

○学習者が⾝に着けることを目指す知識・技能
・実際の業務を俯瞰してとらえ、課題収集/解決方法の検討・実⾏ができる知識
・発⾒した課題を解決できるICTスキル・技能

○目指す人材像／成果
【人材像】

・専門技能，ICTスキル，課題発⾒・解決能⼒を⾝に付け， DX推進の中核
となる人材

【成果】
・DX推進による福祉現場の業務負担軽減
・福祉人材のスキル向上を図るなど福祉人材のDX推進
・DX推進による成果のサービスの受給者及びサービス依頼者への還元

３ 実施体制

事業推進事務局
・事業統括 當眞 千晶
・事業統括補佐 江川 毅

企画推進委員会（学内）
・委員⻑ 江川 毅
・副委員⻑ 當眞 千晶
・委員 ⻑嶺 大介
・委員・記録 上⾥ 香菜子

ソーシャルワーク専門学校
事業推進体制



４ 取組み内容（１）
（１）管理職向けDX研修の実施
① 福祉現場追加視察（現状・意識調査）

本学園のこども園および保育所における現状およびDXに関する管理職の
意識について調査を実施いたしました。この調査の結果、各園における
IT化の取り組み状況には差異があり、デジタル技術に詳しい担当者が不
在の場合、システムの機能を⼗分に活用できず、たとえ管理職が意識を
持っていても改善が進まないという現状が明らかになりました。このこ
とから、現場レベルでのDX人材の必要性が⼀層浮き彫りとなりました。

② 管理職向けDX研修の実施
6⽉中旬に、福祉現場の管理職を対象としたDX研修を実施いたしました。
参加者は約20名で、デジタル技術を活用した業務やサービスの改善方法
を学んでいただくことを目的としておりました。参加者からは、「変化
の必要性が分かりやすく理解できました。デジタル技術が変化に不可⽋
であることも分かりました」といったご感想をいただきました。

４ 取組み内容（２）
（２）DX人材育成プログラムの実証検証
① 介護・保育を学ぶ学生によるプログラム実証検証

昨年度に作成いたしました1年目のプログラムは、6⽉より順次開講し、
その内容や難易度の実証検証を⾏いました。また、2年次向けのプログ
ラムに関しましては、10⽉を目標に開校の準備を進めてまいりました。
しかしながら、受講状況や結果を詳しく検証しましたところ、学生の皆
様の本来の講義とのスケジュールが合わず、当初想定していた内容での
検証が進められない状況となっております。

② スクーリング（対⾯授業）の検討・開催断念
オンデマンドによるプログラムの受講後、まとめとして対面による研修
を実施する予定で準備を進めておりました。しかし、時間の経過に伴い
受講継続者が著しく減少したこと、国家資格受験と時期が近かったこと
などから、受講希望者が非常に少なくなりました。これらの状況を受け、
誠に残念ながら研修開催を断念せざるを得ない結果となりました。



４ 取組み内容（３）
（３）プログラムの再編・履修証明プログラムの検討
① 履修証明プログラムに関する調査

学生が受講を継続できなかった理由の⼀つに、講義科目数や講義時間数
が関係していると考えられたため、プログラムの再編を⾏い、短期間か
つ短時間でも学習できるように⾒直しを⾏うこととしました。その際に
参考にしたのが「履修証明プログラム」です。専門学校での実施例が全
国的に少ないため、この実現に向けて調査を⾏いました。

② 履修証明プログラムの提案・開設準備
県外の大学での実施状況を参考に、沖縄県内の専門学校で実施可能な手
法を検討し、既存のプログラムの再編を⾏い、具体的な提案を経て学内
での意思決定をしました。その後、外部への公開方法についても検討し、
福祉業界以外の方々にも受講していただけるよう、⼀部科目の⾒直しを
⾏うなど、開講に向けた準備を進めております。



５ 委員会・委員（１）企画推進委員会
役割等所属・職名氏名

委員⻑
学内委員

法人事務局・公私連携課
⻑當眞 千晶１

委員⻑補佐
学内委員

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・シニ
アスペシャリスト江川 毅２

学内委員ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・企画
事業課主任⻑嶺 大介３

学内委員ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・企画
事業課推進上⾥ 香菜子４

学内委員沖縄福祉保育専門学校・
ﾋｭｰﾏﾝ介護福祉科・教員恩河 ひとみ５

外部委員介護⽼人保健施設うりず
ん・職員⻑嶺 規恵６

外部委員豊⾒城中央病院通所リハ
ビリテーション・課⻑上原 誠７

外部委員沖縄⼥子短期大学・産学
連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ比嘉 勇太８

企画推進委員会会議名

開発を⾏うDX人材育成プログラムの仕様を固め，開発さ
れたプロトタイプのプログラムの検証を⾏う。

目的・
役割

・事業計画及びスケジュールの確認
・介護・保育現場ヒヤリング（調査）項目の確認
・本事業のビジョンの策定
・介護・保育現場で目指すべきDX人材の定義の確認
・DX人材のプログラムの検討
・授業シラバス及びコマシラバスの検討
・次年度事業計画及びスケジュールの確認

検討の
具体的
内容

５ 委員会・委員（２）専門学校分科会
役割等所属・職名氏名

委員⻑ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・シニ
アスペシャリスト江川 毅１

副委員⻑法人事務局・公私連携課
⻑當眞 千晶２

学内委員ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・企画
事業課主任⻑嶺 大介３

学内委員ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ専門学校・企画
事業課推進上⾥ 香菜子４

企画推進委員会 専門学校分科会会議名

企画推進委員会に上げる議案の検討及び意⾒交換目的・
役割

以下の企画推進委員会の下部組織として検討内容に係
る事前・事後の調整
・事業計画及びスケジュールの確認
・介護・保育現場ヒヤリング（調査）項目の確認
・本事業のビジョンの策定
・介護・保育現場で目指すべきDX人材の定義の確認
・DX人材のプログラムの検討
・授業シラバス及びコマシラバスの検討
・次年度事業計画及びスケジュールの確認

検討の
具体的
内容



６ 会議等開催実績
（１）企画推進委員会・専門学校分科会

令和６年度についてはそれぞれの業務の都合から専門学校分科会のみの
開催とし，企画推進委員会としての開催は⾒送り，関係企業様と個別の
打ち合わせや現場ヒヤリングを実施し，事業に反映するなどしました。
特に国内外の現場の状況を把握するため委員との意⾒調整を⾏うなど試
みました。

（２）その他会議・打ち合わせ
関係企業様と議題等の整理，課題・及び検討事項の確認，スケジュール
調整などのための打ち合わせを随時実施しました。
これらの打ち合わせは主にオンラインにて実施し，必要に応じて対面で
も実施しました。
なお，主な打ち合わせの内容については，「第3章 １ 各種打合せ記録」
に概要を載せているので，そちらを参照していただきたい。





第２章 令和６年度 取組み内容詳細／調査・研究内容

１ 管理職向けDX研修の実施
（１）福祉現場追加視察（現状・意識調査）

① 坂田こども園での現状と課題（2024年4⽉22日）
② 若狭浦保育所での現状と課題（2024年4⽉22日）
③ 若狭こども園での現状と課題（2024年4⽉23日）
④ 小禄こども園での現状と課題（2024年4⽉23日）
⑤ 新栄町こども園での現状と課題（2024年6⽉25日）
⑥ ひばりの保育園【学園グループ外】でのヒヤリング（2024年6⽉24日）
⑦ まとめ

（２）管理職向けDX研修の実施
① 管理職向けの研修の実施内容の検討
② 広報・研修参加者の募集
③ 研修資料・会場準備
④ 研修当日の運営
⑤ アンケート結果
⑥ まとめ

２ DX人材育成プログラムの実証検証
（１）介護・保育を学ぶ学生によるプログラム実証検証

① 講座開講準備・資料作成
② 広報・研修参加者の募集
③ 開講・質疑応答対応
④ 進捗管理
⑤ アンケート結果
⑥ まとめ

（２）スクーリング（対面授業）の検討・開催断念

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討
（１）履修証明プログラムに関する調査
（２）履修証明プログラムの提案・開設準備



１ 管理職向けDX研修の実施（１）
（１）福祉現場追加視察（現状・意識調査）

管理職向けの研修を実施するに先⽴ち、文部科学省の事業期間外ではありま
したが、本学園の系列こども園および保育所にて追加の聞き取り調査を⾏いま
した。

本調査の目的は、各施設の管理職のDXに対する認識を把握し、後日実施予
定の管理職向け研修をより効果的な内容とすることにあります。そのため、す
べての施設において園⻑をはじめとする管理職の皆様からお話を伺う形式を取
らせていただきました。

また、調査には管理職向け研修で講師を務めていただく株式会社AKKODiS
社の講師にも同⾏していただき、現場のニーズを直接把握するよう努めていた
だきました。

いずれの施設においても、まず本校から昨年度の実績報告書を基に、これま
での取り組み内容の説明と本年度の計画についての説明を⾏い、その後、各施
設の管理職の皆様からDXに関する認識や各施設でのDXの取り組み状況等につ
いてお伺いいたしました。

１ 管理職向けDX研修の実施（２）
系列の施設であるため、コドモン等のシステムは同⼀のものが導⼊されてい

ましたが、施設によって使用されている機能が異なっていたり、ほとんどの機
能が使用されていなかったりと、かなり状況が異なっていることが分かりまし
た。

⼀方、いずれの施設の管理職の皆様も、DXが今後重要である点については
共通の認識を持たれており、今後どのように取り組むかを検討しているとのこ
とでした。

各施設の詳細は次のとおりです。



１ 管理職向けDX研修の実施（３）
① 坂田こども園での現状と課題（2024年4月22日）
・管理者にはDXについて理解してもらいたい
・コドモンが便利なことを知っている人はどんどん使用するが、知らない人

はやりようがない。園によって使えるレベルも違うし園のなかでも使える
人と使えない人で違う。

・職員に各業務にかかる時間を聞き取りしたが人によって差がある。
・各クラス、フリーも含めて各１台PCを配置。使う時間を増やして興味を

もってもらいたいが、現場の職員は子供に向き合う時間を増やしたいので
そのバランスが難しい。

・スキルがある人がサポーターとしてい
てほしい。どういったことができるのか、
何がしたいのかを知っていることも大切。

・今いる職員は今までいたところよりは
やりやすいと思う。残業はほとんどなし。
コドモンは日誌などの申請時間がわかる
ため、職員は休日や帰宅後にやらないこ
とを意識できる。DXを進めても最終的
には人間関係。

１ 管理職向けDX研修の実施（４）
② 若狭浦保育所での現状と課題（2024年4月22日）
・DXを推進することによって何をどのように変えるか、単に業務効率化だ

けでなく、その結果職員の休憩が取れる、子供に向き合う時間が増えるな
ど意欲の向上につながるといい。

・データがすぐに反映され、保育計画などの即時反映、抽出のしやすさ。最
新情報を発信して動向を調べ、対応できるようにしたい。しかし別に対応
できる人がいないと難しい。

・保育士が手掛ける事務作業の整理。システムを⼊⼒した際に様々な場所に
リンクできるとよい。

・事務作業は紙ベースやコドモンが混在
している状況ですぐに紙をなくすことは
できないが少しずつすすめていきたい。

・経験値で仕事をすると専門性が薄れて
いってしまう。本人は専門性をもってい
るかもしれないが他人は知らないので⾒
える化して学生、職員に自分たちの意図
を伝えられるようにしたい。



１ 管理職向けDX研修の実施（５）
③ 若狭こども園での現状と課題（2024年4月23日）
・休憩も教材研究の時間も取ってほしいが日誌などの事務作業に時間をとら

れる。職員がやりたい保育をできるようにしたい。
・業務時間を短縮したり職員同士の会話ができるようにしたい。変えたいと

思いはあるがどうしたらいいかわからない。
・何がしたいかがわかれば何をしたらいいのかの助言も可能。次に何をする

のか、何ができるのかを相談できると次にいける。
・システム活用はできる職員からやっていきその人から広がっていけばいい。

ただし、PCスキルが⾼い人に負担がいかないように管理職が調整する。
・残業が好きにはなってほしくない。仕

事とプライベートを分けてほしいがそれ
をさせている⼀番大きい原因が書類に
なっている。

・こども園同士で共通している業務はあ
るはずだが共有はしていないか。小禄と
若狭では連携している。

１ 管理職向けDX研修の実施（６）
④ 小禄こども園での現状と課題（2024年4月23日）
・DXってなにそれ︖読み方がデラックスかなと思った。
・困りごとやどうにかなってほしいこと
⇒ やはり記録系に時間がかかる。毎⽉の⾏事の準備であまり外に出れない。
・コドモンの活用について
⇒ ５⽉から⽉案に関してはコドモンを利用。６⽉から週案も移⾏予定。
・こども園同士で連携はしているか ⇒ 時々は聞いたりする。新栄町から

聞いている。

・那覇市から週案と⽉案の様式を指定さ
れていたが勝手に変更していた。那覇市
からの周知が今までなかったため今年か
らコドモンを利用。那覇市はコドモンで
はなくさくらウェブ︖の使用を推奨。

・自分の園でできないなら学園の他の園
に聞くことはできないのか。



１ 管理職向けDX研修の実施（７）
⑤ 新栄町こども園での現状と課題（2024年6月25日）
・人材育成の課題として、若い先生の育成が必要である。自分で考えること

が重要になってくる中で、答えを求める傾向が強い。 例えば、怪我をする
可能性などについて経験がある先生が気づく中で若手の先生もそういった
姿を⾒て学んでほしい。

・また、⾏事などにおいても写真や過去の記録を取っており、⾒ることで動
きが想定できるようになっているが、なかなか⾒て動くことが難しいとい
う課題もある。

・アイデアなどをもっと出してもらえる良いと思うし、ワクワクするような
トランスフォーメーション後の姿になるとよいと思う。

→  トランスフォーメーションをするにもアートやデザインなどの視点が必
要になってくると思っている。例えば、道端に咲いている花に気付くなど
の余裕や視野の広さも大切ではないかと感じている。

→  保育園の先生にはお散歩して、園児が途中で⽴ち⽌まるなどし、目的地
に着かなかったという人もいる。そんな時には、子供たちが興味を引くも
のが多かったからよかったなどと思う。

→  雰囲気や空気感などもアイデアを言いやすいようなことにつながると思
う。

１ 管理職向けDX研修の実施（８）
⑥ ひばりの保育園【学園グループ外】でのヒヤリング（2024年6月24日）
・企業型ということもあり，他の園と比べるとDXが意識されている。 それ

でも，トップの方針で，画像や動画を保護者の方に送るといった施策が⾏
われることになった際には職員の抵抗があり，最初は管理者が⼀人で⾏っ
ていたが，だんだんとやってみたいという職員も出てきて，今ではそれが
当たり前になったという経緯がある。

・エクセルの⼊⼒など最低限のことはすでにできている。タイピングだけは
覚えてもらわなければならないが，フォーマット等が決まっていれば基本
的には利用できる。現在は生成 AI などを導⼊し，文章案などの検討にも
利用している。

・デジタル化などは使っていかないと便利さがわからないので，使っていく
ことが大切だと思っている。使うことによって便利だと感じれば継続して
使う。

・企業としてグループ共通の方針を繰り返し伝え，保育士もそれを理解した
上で業務にあたっている。業務の効率化には徹底的にこだわっていて，管
理者が元ＳＥということもあり，異業種の視点で福祉分野に特化した改善
というわけでもないが，その内容は，私たちの目指している方向性と合致
している。



１ 管理職向けDX研修の実施（９）
⑦ まとめ

グループ外の例ではありますが、ひばり保育園の事例からも、DXによる業
務改善を進めるためには、管理職の強いリーダーシップが不可⽋であるこ
とが分かります。⼭本五⼗六の「やってみせ、言って聞かせて、させてみ
せ、ほめてやらねば、人は動かじ。」という言葉のように、改革や改善に
対して現場の職員が否定的であることは少なくありません。そのような状
況を打開し、職員に積極的に取り組んでもらうためには、まず管理職が自
信を持って進める姿勢を示すことが重要であると感じました。DX化が進ん
でいるひばり保育園でも、当初は職員からの抵抗がありましたが、管理職
が率先して取り組む姿を⾒せることで、徐々に理解者を増やしていったと
いう経緯があります。
管理職がDXを理解していない施設では、このような取り組みが他人任せに
なり、リーダーシップを発揮することが難しい状況にあることは容易に想
像できます。福祉現場でDXを推進するためには、単に現場の職員向けに研
修を実施するだけでなく、決定権を持つ管理職に対してDXの重要性や推進
に必要なリーダーシップについての研修を⾏い、管理職層に理解者を増や
すことが改めて重要であると考えます。



１ 管理職向けDX研修の実施（10）
（２）管理職向けDX研修の実施

年度当初に実施いたしました調査結果を踏まえ、管理職向けの研修開催に向
けて、以下の手順で準備を進めてまいりました。本研修は、DX人材育成プロ
グラムを修了した学生の受け⼊れ先となる施設の⻑や管理職の方々に対し、学
生がDX人材として現場で評価され、⻑期的に定着できる仕組みを現場と協働
して進めることを目的として計画しております。

① 管理職向けの研修の実施内容の検討
② 広報・研修参加者の募集
③ 研修資料・会場準備
④ 研修当日の運営
⑤ アンケート結果
⑥ まとめ

１ 管理職向けDX研修の実施（11）
① 管理職向けの研修の実施内容の検討

研修の目的
• DXとはデジタル技術を活用して業務やサービスを変革することです。
• DXを推進するには，デジタル技術に詳しく，新しいアイデアを出せる人材

が必要です。
• この研修では，DX人材と呼ばれる人材の育て方や使い方，評価の仕方を学

びます。

研修の内容
• 福祉現場の課題やニーズを明確にする方法
• DX人材に自由に発想や提案を⾏わせる方法
• DX人材に目標や期限，予算，役割などを明確に伝える方法
• DX人材の成果や貢献を評価し，フィードバックや報酬を与える方法
• 事例紹介やグループワークもあります



１ 管理職向けDX研修の実施（12）
昨年度および今年度に実施した調査結果を踏まえ、研修の実施時期および内

容を検討し、以下のとおり実施することといたしました。今回は、先の計画に
基づき、管理職向けのDX研修を単独で実施するのではなく、他のテーマと組
み合わせて実施することで、集客効果を⾼める工夫を施すことといたしました。

※介護に加え保育施設の管理職も後日追加募集しています。

１ 管理職向けDX研修の実施（13）
2日間のタイムスケジュール
DX講座は2日目に実施

≪管理職員向け １日目≫ ～おおむね 5 年以上の現場リーダー職及び管理者～ 

№ 研修日時 コース名 研修内容 定員 

１ 

日 

目 

6 月 13 日（木） 

9：00～12：00 

アンガーマネジメ

ント 

◇怒りの正体と自身の怒りの傾向 

◇部下への上手な叱り方 
30 名 

講 師 合同会社 Happy Joy 代表社員 幸喜穂乃  

6 月 13 日（木） 

13：00～16：00 

部下と共に成長す

るｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

◇部下とのより良いコミュニケーションとは 

◇ロールプレイ（演習） 

◇その他 
30 名 

講 師 (有)ケアセンター きらめき 代表取締役会長 渡慶次 憲  

≪管理職員向け 2 日目≫ 

№ 研修日時 コース名 研修内容 定員 

２ 

日 

目 

6 月 14 日（金） 

9：00～12：00 

介護における DX

の推進Ⅰ 

◇DX とは？ 

◇福祉現場における DX 人材の活用 
30 名 

講 師 
アコーディスコンサルティング株式会社 

アカデミー本部地方創生部 玉川 博之 
 

6 月 14 日（金） 

13：00～16：00 

介護における DX

の推進Ⅱ 

◇演習（課題発見・解決の方法） 

◇その他 
30 名 

講 師 
アコーディスコンサルティング株式会社 

アカデミー本部地方創生部 玉川 博之 
 

  



１ 管理職向けDX研修の実施（14）
研修計画の詳細は次のとおりです。

１ 管理職向けDX研修の実施（15）



１ 管理職向けDX研修の実施（16）
② 広報・研修参加者の募集
沖縄県内の事業所にFAXを送付するなど、

広く参加者を募るために右記のチラシを作
成いたしました。特にヒアリング等にご協
⼒いただいた施設には、担当者に電話や
メールで直接ご案内するなど、積極的な広
報活動を⾏いました。

その結果、本校の教員1名および系列保育
施設からの3名を含む、計20名の申し込み
をいただきました。

なお、1名は⽯垣島の系列こども園の園⻑
で、当日はオンラインでの参加を希望され
ており、グループワークの実施方法等につ
いての検討が必要となりました。また、講
師には自治体向け研修実績のあるAKKODiS
コンサルティング社の玉川博之氏にご担当
いただくことといたしました。

１ 管理職向けDX研修の実施（17）
① 管理職向けの研修の実施内容の検討



１ 管理職向けDX研修の実施（18）
③ 研修資料・会場準備
研修資料につきましては、

配布用もご用意し、各自で持
ち帰り振り返りができるよう
にいたしました。

特に運営側が伝えたいこと
や意識してほしい部分につい
ては整理し、研修後に資料を
ご覧いただいても意図が伝わ
るよう、資料作成に際して講
師に工夫を依頼いたしました。

本研修はオンラインでの参
加が予定されていたため、グ
ループワークを円滑に進める
ために必要な機材を検討し、
準備いたしました。

１ 管理職向けDX研修の実施（19）
④ 研修当日の運営
オンライン参加者とのグループワーク

グループ内での意⾒・情報交換に重点



１ 管理職向けDX研修の実施（20）
④ 研修当日の運営
グループワークを中心とした内容で、参加者同士の意⾒交換や情報共有が活

発に⾏われました。しかし、オンライン参加者が含まれるグループでは、以下
のような問題が発生しました。

・ 周囲が居酒屋のように騒がしくなると、集⾳マイクが適切に機能しない
・そのため、オンライン参加者が対面の会話を聞き取れない
・また、オンライン参加者の声も聞き取りにくい

結果として、当初はグループワークがスムーズに進⾏しませんでしたが、マ
イクやスピーカーの種類を変更するなどの対応を⾏った結果、オンライン参加
者とのコミュニケーションが円滑に⾏えるようになり、グループワークも円滑
に進められるようになりました。

マイクの変更 ︓全指向性 ⇒ 単⼀指向性（TOWA D1210）
スピーカの変更︓パソコン ⇒ TOWA WA-2800

１ 管理職向けDX研修の実施（21）
参加者は右表の通りで、介護施設からの

参加に加えて、系列のこども園からもご参
加いただきました。研修内容は福祉現場と
いう視点で実施したため、介護や保育と
いった分野の違いに⼾惑うことなく進める
ことができました。また、施設に共通する
課題もあり、アンケート結果にもあるよう
に、参考になったとのご意⾒を多くいただ
きました。

本研修では、これまでDXをどのように
進めればよいかわからず、手を付けていな
い施設の管理職の皆様に対して、何をする
かの前に、DX後の姿をどのようにイメー
ジするかを強く意識していただくことを目
的としていました。講師は自⾝の説明に加
え、グループワークでの話し合いでも、う
まく話の流れを誘導していたと感じました。



１ 管理職向けDX研修の実施（22）
⑤ アンケート結果

１ 管理職向けDX研修の実施（23）



１ 管理職向けDX研修の実施（24）

１ 管理職向けDX研修の実施（25）



１ 管理職向けDX研修の実施（26）

・参加者の多くが研修に満⾜しているという結果でした。特に、グループ
ワークで他の方の話を聞き、進んでいる施設の事例や各種取り組みが参考
になったという意⾒が多くみられました。

・研修で印象に残った点として、⼀番多く回答に書かれた言葉が『変化』と
いう言葉でした。デジタルトランスフォーメーションとして、変化に目を
向けるという研修で伝えたかった点に意識していただけた結果と考えてい
ます。

・DX にあたっての⽀援について人材・システムや機器の操作・理解度が上
位となりました。反面予算という回答は低く、予算をかけて何か取り組む
よりも、理解度を上げつつ、自分たちが持っているものを活用していくこ
とを考えていると想定されます。

・トランスフォーメーションを実現するための障壁としては、『理解度』に
関するキーワードを上げる人が多かった。現場の職員が DX を推進してい
けるように意識改革をしていく必要があると考えます。

１ 管理職向けDX研修の実施（27）

・本事業で育成する人材が活躍できるかという質問については、平均 7.65 
であり、 NPS における推奨者 8 人、反対者 7 人という結果でした。

（消極的５人）研修最後に育成カリキュラムを⾒せての説明でありましたが、
研修参加者の半数以上の人は活躍できるであろうと回答していることが窺えま
す。また、反対者の回答理由として、自⾝の現場の実情に合わせての回答や説
明不⾜を理由にする方も多くありました。

本事業の内容の理解が深まれば、育成する人材の価値や育成自体の意義をご
理解いただけると想定しています。



１ 管理職向けDX研修の実施（28）
⑥ まとめ

当日の参加者の声やアンケートから、福祉現場におけるDXの必要性が認
識されていることが明らかになりました。しかしながら、DXの必要性は理
解していても、どのように進めればよいのか、誰が担当すべきか、などの
点で悩み、管理職が取り組みを躊躇し、後回しにしてしまうという悪循環
が⾒受けられました。ある施設からは、DX人材をエンジニアと考えており、
研修などの案内にもほとんど目を通していなかったという話も聞かれまし
た。このような認識のズレを避けるためにも、まずはDXとは何か、それに
よりどのような効果が期待できるのかを丁寧に説明することが重要である
と理解しました。

同時に、他の施設での事例やその効果を示すことにより、具体的なイ
メージを持っていただくことも重要です。その上で、DX人材とは単にIT機
器を操作する人ではなく、他者とコミュニケーションを図り、現場の課題
に気づき、それを解決する⼒を持つ人であることをご理解いただければ、
具体的な施策への第⼀歩を踏み出すきっかけになると確信しております。

残る課題は人材不⾜の中で、どのように人材を確保し、育成するかとい
う点です。大企業とは異なり、労⼒、時間、⾦銭面での対応が難しいため、
私たちにとっても今後DX研修を実施する上で検討が必要な課題の⼀つと言
えます。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（１）
（１）介護・保育を学ぶ学生によるプログラム実証検証

昨年度に作成いたしました1年目のプログラムは、6⽉より順次開講し、
その内容や難易度の実証検証を⾏いました。また、2年次向けのプログラム
に関しましては、10⽉を目標に開講の準備を進めてまいりました。

具体的には以下の手順で準備を進めてまいりました。

① 講座開講準備・資料作成
② 広報・研修参加者の募集
③ 開講・質疑応答対応
④ 進捗管理
⑤ アンケート結果
⑥ まとめ

２ DX人材育成プログラムの実証検証（２）
① 講座開講準備・資料作成
昨年度より継続して制作を進めてまいりました1年次向けプログラムを、6⽉

から学生向けに開始できるよう、プラットフォームとなるTeamsの整備を⾏い
ました。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（３）
併せて，受講者向けのマニュアルを作成するなど，円滑に受講をスタートで

きるよう資料の準備を進めました。

２ DX人材育成プログラムの実証検証（４）
② 広報・研修参加者の募集
沖縄福祉保育専門学校には、ヒューマン介護福祉科とこども未来学科の二つ

の学科が設置されています。それぞれの学科に所属する教員の許可を得たうえ
で、次ページに記載されている資料を基に、在校生を対象とした広報活動を実
施いたしました。5⽉現在の在校生は以下の通りです。

26

15

保幼 9

保スペ 16

保幼 8

保スペ 22

ヒューマン　　1年

ヒューマン　　2年

こども未来
1年

こども未来
２年

5⽉に⼊りクラスが落ち着いた段階で、
DX人材育成講座の事務担当者が各クラス
を巡回し、20分〜30分程度の講座の広報
活動を⾏った後、受講希望者の募集を⾏
いました。

学生のほとんどは、DXという言葉の意味
を理解していなかったものの、講座でIT

スキルを習得できるのであれば受講を前
向きに検討したいという反応がほとんど
でした。



２ DX人材育成プログラムの実証検証



２ DX人材育成プログラムの実証検証（７）
③ 開講・質疑応答対応
講座の開講に際し、受講希望者の皆様にはアカウント登録などの事前準備を

5⽉30日までに完了し、6⽉４日より受講を開始していただく旨のご案内を送
付しました。以下，開始通知の詳細になります。

２ DX人材育成プログラムの実証検証（８）
コース制の採用
本講座の開講にあたり、受講生の皆様には受講する科目グループの選択を

お願いしました。1年次分として開講する全ての講義を受講すると、９１時間
以上が必要となるため、学生の皆様の本科との両⽴を考慮し、科目を絞って
受講いただく方が望ましいと
判断いたしました。

なお、グループは必修科目、
選択必修科目、選択科目の
3つで構成されており、
事前に学生の皆様に登録して
いただきました。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（９）
2年次の講座は科目グループではなく、科目の難易度に基づいて初級から上

級までのレベル分けを⾏い、受講者に選択していただく方式といたしました。
これは、1年次の講座がスキルに関する科目で構成されていたのに対し、2年
次の科目は知識の深度に基づいて構成されているためです。各科目は課題解決
に必要なものとして位置付けられており、現場での実践⼒がそのまま科目の深
度に反映される形となっております。

受講者の皆様には、このような背景を
説明した上で、受講する科目を選んで
いただきました。

２ DX人材育成プログラムの実証検証（10）
開講に際しては、問い合わせ先を設置し、Teamsの使用方法やスマートフォ

ンおよびパソコンでの操作方法などの説明ができる体制を整えました。
本講座の構成として、プラットフォームはTeamsを使用しましたが、動画は

YouTubeの限定配信を利用し、小テストなどのワークはマイクロソフトの
Formsを使用しました。しかし、これに伴いリンク切れなどのトラブルが発生
しました。特に多かった問題点として、⾼校やプライベートで既にマイクロソ
フトアカウントを保有しているため、権限の関係でTeamsにアクセスできない
という事例が挙げられます。本講座を受講するためには学校指定のアカウント
でアクセスする必要がありましたが、スマートフォンやパソコンで個人のアカ
ウントが設定されている場合、切り換えが必要となり、この操作を⾏わなかっ
たためにアクセスできないケースが少なくありませんでした。

同様の問題は、コロナ禍で遠隔授業を多く実施していた際にも発生し、ノウ
ハウを持っていたため問い合わせがあれば対処できました。しかし学生の中に
は問い合わせをせずにアクセスできないことを理由に受講を⽌めてしまった
ケースもあるのではないかと推察しています。

そこで、次年度に向けてプラットフォームの⾒直しも検討課題として、現在
システムの選定を⾏っております。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（11）
開講時点で、沖縄福祉保育専門学校から25名の学生のエントリーをいただき

ました。内訳は、こども未来学科から20名、ヒューマン介護福祉科から5名で
した。その中で2年生の参加者は、こども未来学科から11名のみであり、
ヒューマン介護福祉科からの参加はありませんでした。

その後、学生の受講状況については、単に課題の提出のみで判断するのでは
なく、10⽉末時点で2年次コース登録の案内を⾏い、回答があった学生の数を
把握しました。また、1⽉末に予定していた対面での研修の出席確認を通じて、
2⽉に実施する予定だった研修の出席者数を確認し、これらのデータを基に受
講生の継続状況を確認しておりました。具体的な学習の継続状況は以下の通り
です。

当初申し込み（6⽉4日現在） （10⽉末現在） （2025年2⽉現在）
全体︓25名 2年次ｺｰｽ登録者︓7名 対面研修回答者︓４名
こども未来学科1年生︓ ９名 3名 0名
こども未来学科2年生︓11名 2名 3名
ﾋｭｰﾏﾝ介護福祉科1年生︓ 5名 2名 1名

２ DX人材育成プログラムの実証検証（12）
④ 進捗管理
受講生の進捗管理については、次ページのように、EXCELシートで⾏いまし

たTeamsやFormsで⼀人ひとりの学習状況を確認しながら、EXCELシートを
更新する作業が中心となります。当初はDX人材育成講座の担当者が対応して
おりましたが、TeamsやFormsでの学習履歴の管理がリンクしていないため、
各受講者の動画視聴状況や課題提出状況を個別にチェックする必要があり、そ
の作業は非常に煩雑でありました。

法人契約しているOffice365の活用がコストや新システム導⼊の手間を考慮
すると最適な選択と考えておりましたが、工数をかければ実現可能なものの、
受講者数の増加を⾒込んだ場合、時間的に厳しいという結論に⾄りました。

そのため、当初予算に計上していた専任の担当者を臨時採用することを検討
いたしましたが、適任者が⾒つからず、結果として計画を変更し、管理の⼀部
を外部に委託する方式を採用することにいたしました。

現在、プラットフォームの⾒直しを⾏っている理由の⼀つには、この問題も
含まれています。新しいプラットフォームでは、管理者側での進捗管理に加え、
受講者自⾝が受講管理をしやすい仕組みも必要であると考えております。



２ DX人材育成プログラムの実証検証

２ DX人材育成プログラムの実証検証（14）
具体的な科目ごとの履修状況は次のページを参照してください。2年次科目

の受講者がほとんどいなくなってしまった原因として考えられることとして、
まず科目や時間数が多くなってしまったことが挙げられます。

もともとDX人材の柱として考えていた課題発⾒・解決能⼒について学習す
る科目に加え、現場ヒアリングの結果、必要と判断した情報リテラシーやオ
フィスソフトの操作方法などが加わった結果、66科目200時間以上のプログラ
ムとなりました。そのため、学習のための時間確保が継続を妨げる要因となっ
た可能性があります。

沖縄福祉保育専門学校での卒業要件単位数は、ヒューマン介護福祉科で90単
位、こども未来学科で82単位から97単位となっています。これは専門学校と
同じ2年課程の短期大学での卒業要件単位数62単位のほぼ1.5倍となっている
ことがわかります。免許や資格に必要な単位数は厚生労働省の基準に基づいて
設定されており、加えて現場実習などが含まれるため、夏休みや春休みなどを
含め、ほとんど自由な時間を取ることが難しい状況です。さらに、専門学校の
特性上、アルバイトをせざるを得ない学生も多いため、DX人材育成講座の受
講を継続することが困難となる理由の⼀つと考えられます。

結果として、検証に必要な⼗分な学習データを取ることができませんでした。



２ DX人材育成プログラムの実証検証
コース カリキュラム名 受講者全体 完了者数 動画視聴者数 ワーク実施者数 ワーク平均点
必須 ビジョン構築１ 25 14 14 14 81
必須 ビジョン構築２ 25 11 12 11 76
必須 ビジョン構築３ 25 11 12 11 89
必須 ビジョン構築４ 25 11 12 11 81

Aコース デジタルリテラシー１ 25 8 8 8 87
Aコース デジタルリテラシー２ 25 6 7 7 94
Aコース デジタルリテラシー３ 25 6 6 7 72
Aコース デジタルリテラシー４ 25 6 6 7 85
Aコース デジタルリテラシー５ 25 6 6 6 85
Bコース Office活用１ 25 4 6 6 100
Bコース Office活用２ 25 3 7 3 92.5
Bコース Office活用３ 25 3 7 3 95
Bコース Office活用４ 25 3 7 3 100
Bコース Office活用５ 25 3 7 3 90
Bコース Office活用６ 25 3 7 3 85
Bコース Office活用７ 25 2 4 2 66
Bコース Office活用８ 25 2 4 2 66
Bコース Office活用９ 25 2 4 3 89
Bコース Office活用１０ 25 2 4 3 85
Bコース Office活用１１ 25 2 4 3 83
Bコース Office活用１２ 25 1 3 2 45
Cコース デジタルコミュニケーション１ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション２ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション３ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション４ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション５ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション６ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション７ 25 0 1 0 0
Cコース デジタルコミュニケーション８ 25 0 1 0 0

デジタルコミュニケーション９ 25 0 1 0 0
選択 プログラミング概要Ⅰ 25 0 1 0 0
選択 プログラミング概要Ⅱ 25 0 1 0 0

コース カリキュラム名 受講者全体 完了者数 動画視聴者数 ワーク実施者数 ワーク平均点
初級 課題解決１ 25 0 1 1 100
初級 課題解決２ 25 0
初級 課題解決３ 25 0
初級 課題解決４ 25 0
初級 課題解決５ 25 0
初級 課題解決６ 25 0
初級 課題解決７ 25 0
初級 顧客中心主義１ 25 0 1 1 100
中級 顧客中心主義１ 25 0
上級 顧客中心主義１ 25 0
初級 顧客中心主義2 25 0 1 1 100
中級 顧客中心主義2 25 0
上級 顧客中心主義2 25 0
初級 論理的思考の概要１ 25 0
中級 論理的思考の概要１ 25 0
上級 論理的思考の概要１ 25 0
初級 論理的思考の概要2 25 0
中級 論理的思考の概要2 25 0
上級 論理的思考の概要2 25 0
初級 論理的思考の概要３ 25 0
中級 論理的思考の概要３ 25 0
上級 論理的思考の概要３ 25 0
初級 論理的思考の概要４ 25 0
中級 論理的思考の概要4 25 0
上級 論理的思考の概要4 25 0
初級 論理的思考の概要5 25 0
中級 論理的思考の概要5 25 0
上級 論理的思考の概要5 25 0
初級 論理的思考の概要6 25 0
中級 論理的思考の概要6 25 0
上級 論理的思考の概要6 25 0
初級 論理的思考の概要7 25 0
中級 論理的思考の概要7 25 0
上級 論理的思考の概要7 25 0



初級 批判的思考１ 25 0
初級 デザイン思考１ 25 0
中級 デザイン思考１ 25 0
上級 デザイン思考１ 25 0
初級 デザイン思考２ 25 0
初級 課題管理１ 25 0
中級 課題管理１ 25 0
上級 課題管理１ 25 0
初級 課題管理2 25 0
初級 コミュニケーション１ 25 0
初級 コミュニケーション２ 25 0
初級 コミュニケーション３ 25 0
初級 チームビルディング１ 25 0
中級 チームビルディング１ 25 0
上級 チームビルディング１ 25 0
初級 チームビルディング２ 25 0
中級 チームビルディング２ 25 0
上級 チームビルディング２ 25 0
初級 ファシリテーション1 25 0
初級 ファシリテーション2 25 0
初級 プレゼンテーション１ 25 0
初級 プレゼンテーション2 25 0
初級 プレゼンテーション3 25 0

２ DX人材育成プログラムの実証検証（18）
⑤ アンケート結果
受講期間の終了に際し，受講生へのアンケート調査を実施しました。
アンケートの詳細はAPPENDIXも参照していただければと思いますが，主な

集計結果は以下のとおりです。

・受講 または 視聴・ワークを実施したコースを教えてください。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（19）
・ 受講した授業の動画内容の難易度を教えてください。

・受講した授業のワークの難易度を教えてください。

２ DX人材育成プログラムの実証検証（20）
・ 研修を受講して学んだことはなんですか︖

・研修を受講したことは現場で役に⽴つと思いますか︖



２ DX人材育成プログラムの実証検証（21）
・研修の受講ができなかった理由を教えてください。

・ 研修の受講を完了するためにどのような改善があれば嬉しいですか︖

２ DX人材育成プログラムの実証検証（22）
・ 学習を進めるにあたり、どのような方法であれば学習が進みますか︖

・DXやﾃﾞｼﾞﾀﾙ活用に向けた研修はいつ受講することがよいと思いますか︖



２ DX人材育成プログラムの実証検証（23）
・DXやデジタル活用にあたり、このような研修は必要だと思いますか︖

・ 本研修を友人や仕事仲間に勧める可能性はどの程度ありますか?

２ DX人材育成プログラムの実証検証（24）
⑥ まとめ
アンケートの結果からも明らかになったように、DXに関する研修の必要性

は認識されているものの、学習時間の確保が困難であることが課題として浮き
彫りになりました。これらの問題を解決するために、オンデマンド形式の教材
を開発しましたが、動画およびワークの難易度がそれほど⾼くないにもかかわ
らず、1年次の後半、特に「デジタルコミュニケーション」の科目以降でリタ
イアが目⽴つ結果となりました。

この背景には、パイロットテストという特殊な環境下で、2年分の内容を8か
⽉で終了する形で提供したことが影響していると考えられます。

その結果、学生はプログラムを必要な研修として認識しつつも、友人には勧
められないという回答が多く⾒受けられました。

これらの点を踏まえ、事業期間の終盤からは、科目の選別とプログラムの再
編を⾏い、受講者の意欲を⾼め、受講しやすいプログラムとして次年度以降の
活用に向けて検討を進めました。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（25）
（２）スクーリング（対⾯授業）の検討・開催断念

当プログラムの総括として、対面講座の準備を進めてまいりました。原則と
して、土曜日と日曜日の2日間、1日8時間の講座を予定しておりました。しか
し、1年次のITリテラシー講座と2年次の課題解決講座の両方を実施する場合、
計4日間を要することとなります。時期的な制約も考慮し、講座内容を1日に
集約して実施する方向で検討いたしました。実施日は2025年2⽉9日（日）と
し、次ページのシラバスを添付して受講生の皆様に以下の案内を送付いたしま
した。

日時︓2月9日（日） 9:00－18:00
場所︓沖縄福祉保育専門学校 401, 402教室
講座内容の⼤きなテーマとキーワードは以下の通りです︓
・デジタル活用: DXの概念とその必要性を学び、実践的なスキルを⾝につけます。
・課題解決能⼒: 課題を特定し、解決策を⾒つけるためのプロセスを学びます。
・チームビルディング: チーム内での協⼒と心理的安全性を⾼める方法を学びます。
・コミュニケーションスキル: 効果的なコミュニケーション技術を習得します。

講座の詳細については、次ページからのシラバスをご参照ください。

２ DX人材育成プログラムの実証検証



２ DX人材育成プログラムの実証検証

２ DX人材育成プログラムの実証検証



２ DX人材育成プログラムの実証検証

２ DX人材育成プログラムの実証検証



２ DX人材育成プログラムの実証検証（31）
なお、対面研修につきましては、その後⼀定期間を過ぎても参加申し込みの

希望者が現れなかったため、誠に遺憾ながら、開催を中⽌いたしました。
今回実施を予定しておりました研修では、オンデマンド教材のまとめとして、

グループワークを中心とした学習によって、チームワークの形成について学ぶ
点を重視しておりました。併せて、講座を継続して受講していた学生に対して、
直接対面でのヒアリングを実施し、改善ポイントをより具体化する目的もござ
いました。

そこで、これらの点を補うために、プログラムを継続して受講している学生
に直接お声掛けをし、数名でのインタビューを実施することとし、調整を⾏い
ました。

その結果、こども未来学科2年生の学生2名へのインタビューが実現し、アン
ケートでは伺えなかった細かな内容についてお話を聞くことができました。

日時︓2⽉6日（木）14:10-15:00
場所︓沖縄福祉保育専門学校 学生談話室
インタビュー回答者︓こども未来学科2年 謝花 歩さん

こども未来学科2年 比屋根 香織さん

２ DX人材育成プログラムの実証検証（32）
インタビュー内容︓
1、今回の研修を受けてDXに対するイメージや意識の変化はあったか︖
⇒ありました。今回の研修を受けるまでDXという言葉も知りませんでした

が，研修をはじめてからは，いろいろなところでDXという言葉を目にする
ようになり，とても必要なことと認識するようになりました。

2、DXという言葉を今どのように感じているか︖
⇒職場では必ず必要になることと思います。ITスキルだけでなく，課題発⾒，

解決能⼒は福祉の分野だけでなくどこにいっても必要な知識と感じている。

3、施設での演習などを通して、課題解決やデジタル活用の必要性を感じる
ことはあったか︖

⇒実習に集中していてあまり気が付くことはなかった。

4、どのような受講方法なら受講しやすいか︖
⇒1年と2年の講座が逆だといいと思う。学生が受講するなら，前期と夏休み

が比較的学習時間が確保しやすいので，2年間あれば終了できたと思う。



２ DX人材育成プログラムの実証検証（32）
5、研修が必要な人はどのような人だと思うか︖
⇒みんな必要だと思うが，学生のうちにやっておいた方がいいと思う。今回

は時間の関係で全ての講座を講座を受けられなかったが，このような講座
は他にはないので，学生のうちに勉強できるのはとてもありがたいと思う。

比屋根 香織さん 謝花 歩さん

２ DX人材育成プログラムの実証検証（32）
まとめ
今年のDXプログラムの実施において、いくつかの課題が浮上いたしました。

特に、Teamsの使いにくさや学習の進捗管理の難しさが指摘されました。
プログラムを受講した学生からは、DXに対する意識の変化や、IT技術の重

要性を再認識する声が上がっております。特に、職場での業務負担の軽減や情
報共有の迅速化に役⽴つと感じられております。プログラムを通じて得た知識
が、現場での業務効率化や情報共有の迅速化に貢献すると考えられており、今
後のプログラムの継続と改善が求められております。

次に、学生がDX教育を受ける際の課題と、その効果的な方法について議論
いたしました。学生からは、夏休みや冬休みを利用した集中講座の提案があり
ました。また、課題発⾒解決の科目を1年次に配置することが望ましいとされ
ております。加えて、課題のフィードバックの重要性が強調され、学生が自分
の進捗を確認できるようにすることが提案されました。

最後に、DXの成功のためには、チームとしての協⼒が重要であると述べら
れました。チーム⼒を⾼めるためには、管理職の適切な声掛けや環境作りが必
要であると指摘されました。この点については今年度パイロットテストとして
実施しており、次年度以降も継続して実施する旨お伝えいたしました。



３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（１）
（１）履修証明プログラムに関する調査

学生が受講を継続できなかった理由の⼀つとして、講義科目数や講義時間数
が影響していると考えられました。そこで、プログラムの再編を⾏い、短期間
かつ短時間でも学習できるように⾒直すことにいたしました。その際に参考に
したのが「履修証明プログラム」です。本プログラムについては、沖縄県内の
専門学校での事例が⾒られなかったため、全国の専門学校の実施状況の調査を
実施することにいたしました。

まずは文部科学省のホームページ等を利用して制度に関する情報収集を⾏い、
それを分析しました。次に、他の専門学校での履修証明プログラムの実績につ
いて調査を進めました。専門学校での開設が困難であったり、複雑な申請が必
要な場合、本校での導⼊が難しくなるためです。しかし、沖縄県と同様に専門
学校で実施している学校はほとんど⾒当たらず、ようやく⻑野美術専門学校の
デザインを学ぶプログラムを⾒つけることができました。

そのため、本事業で作成したプログラムの領域である「ITリテラシー」や
「課題解決能⼒」などのプログラムを実施している大学や短大などで開設され
ているプログラムやその講座、講座の内容、募集方法や費用等についても調査
し、本校のプログラムとの比較検討を⾏うことといたしました。

２ DX人材育成プログラムの実証検証



調査の結果，以下の点が明らかになりました。

履修プログラムの開設にあたり専門学校として

• 手続きが簡素化されているため、迅速なプ
ログラム開始が可能

⽂部科学省への許可や届出が不要

• 学則に記載しなくてもプログラムの開設が
可能

学則の改訂作業が不要

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（２）

そこで，DX人材育成プログラムを再編する方針を次のように定めました。

• ⽂科省から委託を受けDX人材育成プログラムを開発中

DX人材育成プログラム（R5〜R6）の成果物

• 外部向けのDX人材育成プログラムとして再編を予定

リカレント教育の一環として再編

• ⼤庭学園に社会人向けの履修証明プログラムとして開設

⽂部科学省が推奨する履修証明プログラム

• 他校では履修料 10,000円〜400,000円のレンジで実施

独自の収益事業として実施

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（３）



他校での事例に関しては、周南公⽴大学で「ITデータリテラシー⼊門講座」
及び「クリエイティブシンキング＆プレゼンテーション講座」といった本校と
同様の講座内容で開講されていることがわかりました。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（４）

大学と専門学校では状況が異なるため、すべてが参考になるとは限りません
が、⼀からプログラム導⼊に関して検討を進めるために、導⼊経緯や導⼊直後
の状況、受講生の推移、運営上の課題などについてお話を伺うための訪問ヒア
リング調査をお願いし、快くご承諾いただきました。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（５）



周南公⽴大学へのヒヤリング調査（2024年10⽉31日）
学生⽀援部学務課 ⼭口様
研究・地域・産学連携部地域・産学連携課 守田様

履修証明プログラム導⼊の経緯
・できるだけ教員に負担をかけたくないという観点から科目等履修生と同様
に通常の授業を組み合わせてプログラムを形成
・安売りしたくないので，科目等履修生と同じ価格帯で設定
・初年度の無料期間は受講者が数名，令和4年は履修者0名，令和６年で2名
プレゼンテーションを追加した令和6年はITが2名，プレゼンが1名
・周南市は市としてリカレント教育に⼒をいれているため5万円補助がある

が周辺の自治体はないため，どうしても授業料が⾼くなる
・今年度から，周辺自治体をまわって補助⾦の創設を提案する

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（６）

LMSについて
・ネットマンのC-learngシステムを使用
・事務局の使いやすさよりも，教員ができるだけ使いやすいものを選定
・基幹システムは電翔 アクティブアカデミー
・学生情報，教員情報，授業情報，成績情報を管理，証明書の発⾏まで
・マスタはアクティブアカデミーからインポート

基本的にはこちらでやりたいこと以下のとおりです。
・外部動画のリンク
・ワークの作成，自動採点
・取り組み状況管理，受講生管理

当該システムは，これらを⼀元的に実施可能であることがわかったため周南
公⽴大学への導⼊時の担当者を紹介いただくことになりました。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（７）



管理体制
・実質的に担当者⼀人でシステムを管理している。
・C-learngは，通常授業でも使用され，500名前後の履修者を管理する上で，
利便性を発揮している

所感
履修証明プログラムは，これまで大学が中心と考えていましたが，大学でも

導⼊は進んいない状況であることがわかりました。その理由として学内的には，
通常の授業にプラスアルファとなり，教員の負担が増えてしまうため導⼊に反
発があることが挙げられます。

また，学外的にも知名度が大きく影響しています。履修証明プログラムって
何︖は受講生だけでなく，企業側にもあるようで，文科省のいう履歴書に記載
をしたり，証明書を発⾏した場合でも，その効⼒に疑問が残ります。

今後本校で導⼊するためには，そうした広報も併せて検討する必要があると
考えます。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（８）



（２）履修証明プログラムの提案・開設準備
周南公⽴大学での実施状況を参考に、沖縄県内の専門学校で実施可能な手法

を検討し、既存のプログラムの再編を⾏い、具体的な提案を経て学内での意思
決定をしました。その後、外部への公開方法についても検討し、福祉業界以外
の方々にも受講していただけるよう、⼀部科目の⾒直しを⾏うなど、開講に向
けた準備を進めております。

具体的にはプログラムを次のような構成で再編することとしました。

ITデータリテラシー⼊門講座
ITリテラシーを中心とした基礎スキルの修得を目的

ロジカルシンキング講座
DXの根幹と位置付けている課題発⾒・解決能⼒の修得を目的

オプションプログラム
上記のメイン講座を受講した方のみが選択履修可能となるオプション講座

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（９）

ITデータリテラシー⼊門講座

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（10）



ロジカルシンキング講座

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（11）

オプションプログラム（案）
プレゼンテーション，デジタルコミュニケーション，プログラミング基礎

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（12）



プラットフォーム（LMS）の検討
本事業で使用していたTeamsに関して、管理面だけでなく、学生アンケート

からも使いにくさが指摘されていたため、他のLMSに関する情報収集を⾏い、
変更を前提とした調査を開始いたしました。

機能面においては、本事業でのパイロットテストの結果とアンケートからの
課題を解決するため、単に動画を配信したりワークを管理するだけでなく、管
理面では、動画の視聴やワークの提出状況、ワークの内容の自動採点などをス
ムーズに⾏えること、受講者側からは操作が直感的にできることやポータルサ
イトなどで自⾝の進捗状況を確認しながら学習を進められることなど、各項目
について点検を⾏いました。

なお、本校では通信制の学科を複数開講していることから、オンデマンド講
座に加えてリアルタイム配信の講義が実施可能であることや、教務事務系の処
理が可能であることなども要検討事項として加えられました。

EDIX関⻄など展示会での情報収集の結果、上記要件や費用面で合致したヨ
リソルを選定し、現在、導⼊に向けた調整を⾏っております。

学生及び⼀般向けの講座として、夏までに新環境にて開設できるよう、急ぎ
準備を進めております。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（13）
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まとめ
履修証明プログラムの開設は、当初の計画には含まれておりませんでしたが、

受講生からのアンケート結果などを踏まえ、作成したプログラムの再編は必須
の検討事項となりました。具体的には、受講生のアンケート結果から「講座の
数が多い」「学習時間が確保できない」「講座の内容が難しい」といった意⾒
が挙がっており、これらを踏まえ、履修プログラムの基準に則り、1講座当た
り60時間を目安に、ITスキル系の講座とDXの本質を捉えた課題解決のための
ロジカルシンキング系の講座を中心に2講座に再編することといたしました。

また、コミュニケーション系の講座やデジタルコミュニケーションの講座、
プログラミング系の講座は、受講生にとって難易度が⾼いものであるため、そ
れぞれ独⽴した講座として設定いたしました。さらに、当該講座の受講対象を
広く外部に向け、業界を問わず受講していただけるようにし、介護と保育の将
来像をまとめた「ビジョン構築」の4講座を再編集し、⼀般企業の受講者にも
活用できる内容といたしました。

学内での公開開講の意思決定も済ませたため、選定されたプラットフォーム
に環境を移すことが事業終了後の作業として残っておりますが、本事業の成果
物を活用し、介護や保育の福祉分野でのDX推進に貢献できるようPRするとと
もに、福祉以外の分野においても活用できるよう努めてまいります。

３ プログラムの再編・履修証明プログラムの検討（15）



第３章 令和６年度 取組み内容詳細／打ち合わせ等記録

１ 各種打合せ記録
（１）企画推進委員会及び専門学校分科会打合せ記録
（２）分野横断連絡調整会議
（３）その他会議・打ち合わせ記録

２ 出張記録



１ 各種打合せ記録（１）
（１）企画推進委員会及び専門学校分科会打合せ記録

今年度，企画推進委員会及び専門学校分科会は開催せず，シラバス作成に向
けて関係企業様との打ち合わせを中心に実施した。

（２）分野横断連絡調整会議
・第1回ヒアリング概要︓2024年7⽉12日（⾦） 11:00〜12:00
■参加者︓ソーシャルワーク専門学校︓⻑嶺、江川、上⾥
三菱総合研究所︓菊田，文部科学省︓大塩，事務局︓渡辺(和)、渡辺(享)

・第2回ヒアリング概要︓2024年11⽉28日（木） 10:30〜11:30
■参加者︓ソーシャルワーク専門学校︓⻑嶺、江川、上⾥
文部科学省︓大塩、⿑藤，事務局︓渡辺（和）、渡辺（享）、岩居

・【文科省DX人材養成】セミナー︓2025年1⽉24日（⾦）15:10〜15:40
■参加者︓ソーシャルワーク専門学校︓⻑嶺、江川、上⾥

１ 各種打合せ記録（２）
会議名 4/22、4/23 保育園訪問に際してのヒアリング事項検討 

開催日時 2024 年 4 ⽉ 16 日（ 火 ） 13︓00〜 14︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓⻑嶺 江川  

AKKODiS︓玉川 馬場 三浦 

議題 4/22、4/23 保育園訪問に際してのヒアリング事項検討 

資料 視察に向けた考察.docx 

 会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 5 ⽉ 22 日（ 水 ） 10︓00〜 11︓00 

場所 Zoom 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓⻑嶺 江川 上⾥  

無限︓⽯川 木村 

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 R6 報告動画制作 方針決め 

資料  

 



１ 各種打合せ記録（３）
会議名 授業動画作成について 

開催日時 2024 年 5 ⽉ 23 日（ 木 ） 15︓00〜 16︓00 

場所 Zoom 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓⻑嶺 江川 上⾥ ⼭城  

AKKODiS︓玉川 馬場 三浦 

議題 授業動画作成について 

資料  

 会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 5 ⽉ 29 日（ 水 ） 10︓00〜 11︓00 

場所 Zoom 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 上⾥  

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 R6 DX 事業のにおける派遣人材の活用について 

資料  

 

１ 各種打合せ記録（４）
会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 6 ⽉ 10 日（ ⽉ ） 14︓00〜 15︓00 

場所 Zoom 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 

AKKODiS︓馬場 玉川 三浦 

議題 R6 の作成物、6 月 14 日の内容について 

資料 6 ⽉ 14 日セミナー企画 

福祉現場の管理職のための DX 研修（テキスト） 

 会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 8 ⽉ 5 日（ ⽉ ） 11︓00〜 12︓30 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 ⻑嶺 上⾥  

AKKODiS︓玉川 馬場 三浦 

議題 R6 DX 事業のにおける 授業シラバス作成 / 派遣人材の活用について 

資料  

 



１ 各種打合せ記録（５）
会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 8 ⽉ 26 日（ ⽉ ） 13︓00〜 14︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 ⻑嶺 上⾥ 

AKKODiS︓玉川 原田 三浦 

議題 R6 DX 事業のにおける業務サポート / e ラーニング受講状況について 

資料  

 会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 8 ⽉ 29 日（ 木 ） 11︓00〜 12︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略、順

不同） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 ⻑嶺 上⾥ 

沖縄⼥子短期大学︓比嘉 

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 授業動画に関する細かな確認 

資料  

 

１ 各種打合せ記録（６）
会議名 シラバス検討会 

開催日時 2024 年 9 ⽉ 26 日（ 木 ） 10︓00〜 12︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 上⾥ 

沖縄⼥子短期大学︓比嘉 

AKKODiS︓玉川 原田 三浦 

議題 授業動画に関する細かな確認 

資料  

 会議名 状況の整理と履修証明プログラム 開設に係る提案について 

開催日時 2024 年 10 ⽉ 10 日（ 木 ） 16︓00〜 17︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川  

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 状況の整理と履修証明プログラム開設に係る提案について 

資料  

 



１ 各種打合せ記録（７）
会議名 ＜周南公⽴大学への訪問＞履修証明プログラム＆LMS について 

開催日時 2024 年 11 ⽉ 7 日（ 木 ） 15︓00〜 16︓00 

場所 Teams 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 ⻑嶺 上⾥  

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 LMS についての近況、事務局の運営の流れ共有、視聴率を上げるための施策 

資料  

 会議名 シラバス検討会 

開催日時 2025 年 1 ⽉ 20 日（ ⽉ ） 11︓00〜 12︓00 

場所 オンライン 

出席者 

（敬称略） 

沖縄福祉保育専門学校︓江川 ⻑嶺 上⾥  

AKKODiS︓玉川 三浦 

議題 2/9 対面集合型研修の開催キャンセルについて 

資料  

 



２ 出張記録（１）

出張
-１

令和６年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業

事業名

令和６年６⽉２４日（⽉） 〜 令和６年６⽉２５日（火）日時
江川 毅，⻑嶺 大介，上⾥香夏子出張者
⽯垣市出張先
①ひばりの保育園 ② 新栄町こども園訪問先

①６⽉２４日（⽉）14︓00〜16︓00【ひばりの保育園】
ひばりの保育園 管理室室⻑ 東⾥様，
AKKODiSコンサルティング 馬場様，玉川様
大庭学園 ⻑嶺，上⾥，江川
（１）ご挨拶，担当者紹介ｃ
（２）DXに関するヒヤリング

②６⽉２５日（火）10︓00〜12︓00【新栄町こども園】
新栄町こども園 園⻑ 大島様，
AKKODiSコンサルティング 馬場様，玉川様
大庭学園 ⻑嶺，上⾥，江川
（１）ご挨拶，担当者紹介ｃ
（２）DXに関するヒヤリング

２ 出張記録（２）

出張
-２

令和６年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業

事業名

令和6年10⽉3日（木） 〜 令和6年10⽉4日（⾦）日時
大城 了子，東江 裕⼀，古波津 陵，仲⾥ 直哉出張者
大阪府出張先
インテック大阪訪問先

目的・内容
【展示会（EDIX関⻄）参加】 10⽉3日（11︓30〜17︓00）、10⽉4日（10︓00〜11︓15）
現在⾏っている「DX人材養成講座」の効率化の為、EDIX関⻄へ参加を⾏った。
現⾏はTeamsを活用して実施しているが、下記のような課題があり改善できるシステム検討のため展示会の参加を⾏っ
た。
・インポート機能が無いので手作業で⼀つ⼀つ登録する必要がある
・公開した授業を非公開にできない

∟ 公開状態で編集をする必要があるかつ問題発生時は作り直しのオペレーションになる可能性がある
・命名規則などの事前の作りこみが運用も意識して必要
・エクスポートに時間がかかる 、 情報量が多いとタイムアウトしてエクスポートできない
・エクスポートが授業の登録通りに⾏われないため、どの授業かわかる命名規則で無いといけない
・動画の視聴履歴がデフォルトでは取れず、⾒たのかどうかわからない
・Teams上で完結しない（動画はストリーム、課題はFormsなど）ためステータス把握が難しいもっとこうなったよい
・⼀括での⼊⼒・受講ステータス状況の柔軟な出⼒・動画視聴履歴・ワークの提出履歴の⼀元管理
以上の課題解決を元にシステムの視察を⾏った。特に下記項目にあげたシステムで現状課題解決が期待できると感じ委
員会等に提案することとした。



２ 出張記録（３）

出張
-３

令和６年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業

事業名

令和６年１０⽉３０日（水） 〜 令和６年１０⽉３１日（木）日時

江川 毅，⻑嶺 大介，上⾥香夏子出張者

⼭口県出張先

① 周南公⽴大学訪問先

目的・内容
DXプログラムの履修証明プログラムとしての運営に関するヒヤリング・意⾒交換

10⽉31日（木）９︓30〜12︓00
周南公⽴大学 学生⽀援部学務課 ⼭口様，研究・地域・産学連携部地域・産学連携課 守田様
AKKODiSコンサルティング 玉川様，三浦様
大庭学園 ⻑嶺，上⾥，江川

履修証明プログラムは，これまで大学が中心と思っていたが，意外と大学でも導⼊は進んいない状況であることがわ
かった。その理由として学内的には，通常の授業プラスアルファとなると教員の負担が増えてしまい，導⼊に反発があ
ることが挙げられる。

学外的には，知名度が大きく影響している。履修証明プログラムって何︖は，受講生だけでなく，企業側にもあるよう
で，文科省のいう履歴書に記載をしたり，証明書を発⾏しても，その効⼒に疑問が残る。

今後本校で導⼊するためには，そうした広報も併せて検討する必要がある。





第４章 令和６年度のまとめと次年度への取組み

１ 令和６年度のまとめ

２ 次年度への取組み



１ 令和６年度のまとめ（１）
本事業は、沖縄福祉保育専門学校において介護や保育を学んでいる学生に対

し、「DX人材育成プログラム」を提供し、将来的に福祉現場でDXの推進者と
して活躍できる人材を輩出することを目的として開始されました。

プログラムの検討段階では、福祉現場の調査を実施しましたが、多くの施設
でシステムやタブレット等が導⼊されているにもかかわらず、それらのツール
がうまく活用されず、二度手間となっているケースが少なくないことがわかり
ました。

この背景には、ICTツールに対する苦手意識を持つ方が多いことが挙げられま
す。そのため、導⼊されたシステムを使う人と使わない人が分かれ、手作業が
残ったり、予算の関係で情報⼊⼒用端末の数が不⾜して⼊⼒待ちが発生するな
どの問題が生じていました。

こうした状況を解決するためには、単にICTツールを使いこなせる人材だけで
なく、システムやツールの導⼊段階から現場の課題を把握し、それらを解決す
るための手段を考えられる人材が必要であると考えました。

⼀方で、プログラムの内容には、福祉現場の実状に合わせてofficeツールの使
用方法を中心にするなど、ヒアリングの結果を反映させました。その上で、若
⼲難易度が上がることを承知しつつも、他のDX講座ではあまり⾒られない課題
発⾒や解決に関する講座を充実させ、真に現場で活躍できる人材の育成を目指
しました。

１ 令和６年度のまとめ（２）
ところが、パイロットテストに参加した学生からのフィードバックによると、

講座の数が多すぎる、内容が難解であるといった意⾒が多数寄せられました。
これにより、制作側の意図と受講者のニーズとの間にギャップが存在すること
が明らかになりました。もちろん、本科のカリキュラムの関係でオプションで
あるDX講座を受講するための時間を確保することが難しかったことも⼀因と
して考えられますが、学生がDXの必要性を認識しなければ受講が進まないと
いう現実を痛感いたしました。

同様のことは現場においても⾒受けられます。ある施設では、本プログラム
の⼀環として実施予定であった対面形式のDX研修に関する案内文が、「DX＝
システムエンジニア」という固定観念のもとに関係ないと判断され、破棄され
たという話がありました。このような事例からも、DXに関してはまだ言葉の
定義や内容が⼗分に浸透していないことが分かります。

福祉業界のみならず、他の業種の中小企業においてもDXが進まない要因と
して、DXという言葉の意味が⼗分に理解されていないこと、そしてDX後の姿
を具体的にイメージできないことが根本的な原因であると考えられます。その
ため、次年度には学内外に講座を提供する前に、DXという言葉の意味とその
必要性について⼗分に伝えるための活動が急務であると考えております。



２ 次年度への取組み（１）
次年度以降、本プログラムを再編し、「履修証明プログラム」としての開講

を目指します。基本方針として、「ITデータリテラシー⼊門講座」と「ロジカ
ルシンキング講座」の2つの講座を主軸に、福祉業界に限らず幅広く履修希望
者を募集する予定で準備を進めております。

各講座は60時間を目安に構成されており、1日1講座（3時間）を20日間で終
了できる内容となっています。しかし、毎日受講することは難しいと考えられ
るため、週2日で約3か⽉の学習期間を⾒込んでおります。

また、プラットフォームとしては現在、株式会社プラスアルファ・コンサル
ティング社の提供する「ヨリソル」を主軸に検討を進めており、7⽉以降の開
講を目指して準備を整えております。

在校生向けに講座を公開するだけでなく、外部向けの講座としての開設も進
めております。しかし、周南公⽴大学の事例からも⾒られるように、自治体か
らの授業料補助等がない場合、履修者が集まりにくい点は同様の課題であり、
特に規模の小さな施設や事業所では、業務時間内に研修時間を確保し、職員を
送り出すことや研修費用を負担することは簡単ではないと考えられます。

そのため、DXという言葉の定義やDXがもたらす効果をわかりやすく伝えるな
ど、広報段階での周知方法に工夫を凝らし、まずは管理職の理解を得られるよ
うな案内文の作成を心掛けます。

さらに、本プログラムは別の角度からも再編を⾏い、離職者訓練プログラム
としても活用する予定であり、現在調整を進めております。
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APPENDIX

１ AKKODiSコンサルティング株式会社
令和6年度報告書
専修学校による地域産業中核的人材養成事業
専修学校と業界団体等との連携によるDX人材養成プログラム
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業
〜専修学校による地域産業中核的人材養成事業に関わるアドバイザリー業務〜

２ AKKODiSコンサルティング株式会社
令和6年度報告書
専修学校による地域産業中核的人材養成事業
専修学校と業界団体等との連携によるDX人材養成プログラム
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業
〜専修学校による地域産業中核的人材養成事業に関わる授業動画作成〜

３ AKKODiSコンサルティング株式会社
令和６年度報告書
専修学校による地域産業中核的人材養成事業
専修学校と業界団体等との連携によるDX人材養成プログラム
介護・保育の現場で活躍するためのDX人材開発モデル事業
〜専修学校による地域産業中核的人材養成事業に関わる業務サポート〜

４ AKKODiSコンサルティング株式会社
令和6年度作成シラバス⼀覧




